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 「新しい太田つくる会議」について 

 

１．目的 

今回のワークショップは、（仮称）新田地区複合公共施設の整備・活用に向けたワーク 

ショップであり、整備・活用について幅広く市民からの意見を吸い上げることに 

あると考える。よって、年齢・性別・職業を問わず、市民がこういう複合施設が欲しいと 

いう意見を闊達に出せるオープンな場にすることが肝要であると考える。 

そのためには、幅広い年齢層にワークショップに参加してもらい、多種多様な意 

見を聴取することを目的とした設計にする。 

 

２．基本方針 

「自分たちで自分たちの『まち』を創る」 

「大事な子どもや、孫が大人になった時の施設の在り方を想う」 

をワークショップの基本コンセプトとする。 

 

3．名称 

「新しい太田つくる会議」という名称には、以下三点の意図を込めています。 

 

１） 【 （仮称）新田地区複合公共施設の整備・活用に向けたワークショップ】という、

堅苦しいイメージからの脱却。これから出来る未来に向けた 「ワクワク感」や 「期

待値の創造（想像）」。 

 

２） 幅広い年齢層 （特に 20-30 代のこれから所帯を持つ層や子育て世代といった、こ

れから太田市の暮らしの中心になっていく層）への参加を促す為に「会議」とい

う、仲間同士で“意見出し”をする場や、“相談”の場を連想させるワードを選定。 

 

３） 市西エリアでの新たな拠点づくりを目指し、「新」という文字を使用したネーミン

グ。 
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「新しい太田つくる会議」ロゴの説明： 

１） ロゴではパステルカラーを使い、女性を中心に色々な世代に受け入れられる“親し

み易さ”や、今回のワークショップで拭いたい“堅苦しさ”の脱却をイメージしてい

る。 

 

２） 「新」という字は、従来のフォントにはデザイナーの手作りフォントとなってお

り、文字通り【新しいモノが出来る・それを創る】という、今回の過程を表現し

ている。 
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４．開催プログラムの概要 

 

・ 対象者：年齢・性別・職種を問わず、「太田市」に何かしらの繋がりをお持ちの方 

- 現在、太田に住んでいる 

- 地元が太田市である（現在、太田には住んでいない） 

- 職場が太田にある（現在、太田には住んでいない） 

- 太田の学校に通っていた（小中高大いずれか） 

- その他（太田に友人がいる・・等） 

 

・定員：各回 20 名程度 

 

・ 開催場所：建設場所である新田地区をイメージしながらのワークショップとするため、

地区を構成する【綿打・生品・木崎】で開催 

 

 

綿打地区：片山家住宅（主屋） 

 

旧溜池村の名主を勤めていた家。 

現在、片山家にある「主屋」「長屋門」「北の蔵」「南

の蔵」「井戸屋」「下の便所」の六棟の建物が登録有形

文化財に登録されている。 

家と敷地を解放して行い、「文化財ロック」という音

楽フェスを開催している。 

 

 

生品地区：反町館跡多目的集会所 

 

 

新田義貞公が居を構えたとする反町館跡内にある 

多目的集会所。 

 

 

木崎地区：しげるテック株式会社 社員食堂スペース 

 

 

スバルの企業城下町の一旦を担う“しげる工業”の 

グループ企業。創業 60 周年を迎える木崎地区を代表

する老舗企業。 
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・ テーマ 

「多くの人が訪れ、集うことができる魅力的な施設にするためには、どのようなものが必要

か？」未来の太田のため、楽しいアイデアを考る。 

 

 

・ ゲストと講演内容 

 

綿打地区：片山英弥様（写真左、片山住宅家主）、片山昇平様（写真右、家主息子） 

講演内容：綿打地区の歴史と「文化財ロック」の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生品地区：塚越澄夫様（反町 前区長） 

講演内容：反町館跡の歴史について 
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木崎地区：田村博様（田村工業株式会社 代表取締役） 

講演内容：祭りで培われた木崎人の DNA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ タイムテーブル（ワークショップは各回共に 13:00-16:00 の間で実施） 

 

13:00- 挨拶 

13:10- ゲストトーク 

13:30- イベント趣旨の説明・複合施設とは？ 

14:00- 休憩（15 分） 

14:15- ワークショップ進め方の説明 

14:25- ワークショップ 

15:10- グループ発表 

15:20- 全体質疑応答 

15:30- 終了（希望者は、各会場の見学） 
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・ ワークショップの進め方について 

 

１） 参加者の中からランダムに 4-5 名のグループを作成し、テーブルに 

  【模造紙・ポストイット・建設予定地の周辺地図（A1 サイズ）】を配置。 

２） 「遊ぶ・学ぶ・くつろぐ・動く・食べる」の５つのテーマに分かれたポストイッ

トに【複合施設の中でこんなことが出来たら良い！】という希望を書いていく 

（所要時間：20 分） 

３） グループ内ディスカッション  

似たようなアイデアをグルーピングしたり、アイデア同士をくっつけて新しいア

イデアを創る（所要時間：10 分） 

４） 他グループアイデアの視察（所要時間：10 分） 

５） 発表（所要時間：10 分 ※各グループの発表は１グループ/3 分程度 ） 
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５．告知 

 

告知にあたっては、フライヤーを制作すると共に、 【市内のカフェや施設への設置 ・各種 SNS

での告知、開催レポートのアップ・alt+ota（メディア）への掲載】を行い、関心層への訴

求と参加募集を募った。 

 

市内フライヤー設置箇所：10 ヶ所程度 

Facebook・Instagram からのリーチ数：3,996 人 
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６．開催概況の報告 

⑴ 第一回（綿打地区） 

会場：片山家住宅 

参加人数：13 名（ワークショップは【３つのグループ】に分けて実施） 

ゲスト：片山英弥さん（片山家家主）、片山昇平さん（文化財ロック主催） 

トークテーマ：「片山家住宅と綿打の成り立ちについて」 

    「文化財ロックについて」 

タイムテーブル： 

13:00- 挨拶（担当：エーアイラボオオタ押田） 

13:10- ゲストトーク（英弥さん・昇平さんクロストーク） 

13:30- イベント趣旨の説明・複合施設とは？ 

（担当：エーアイラボオオタ亀井） 

14:00- 休憩（15 分） 

14:15- ワークショップ進め方の説明 

（担当：片山昇平） 

14:25- ワークショップ 

15:10- グループ発表 

15:20- 全体質疑応答 

15:30- 終了（希望者は会場内の見学） 

 

▶︎ゲストトーク内容の抜粋 

 

(「片山家住宅と綿打の歴史について」) 

 主屋の建築は、明治 6 年（1873 年）。 

 片山家は英弥さんで 13 代目。 

 新田開発等の功績により苗字帯刀を許され、当主は代々興惣右衛門 （よそううえも

ん）という名を襲名する様になっている。 

 片山家住宅は、綿打村誕生まで４ヶ村 （溜池村 ・上中村 ・権右ヱ門村 ・大村）の戸

長役場の役割を担っていたと言われている。 

 

(文化財ロックについて) 

 始まりは 2012 年。「実家をもっと色んな人に知って貰いたい」という昇平さんの

想いから、まずは内輪の BBQ イベントから始まったのが会のスタート。 

 参加者の 8 割が”東京から来ている”と全体構成の中で、もっと広い定義での「群馬」

を知ってもらう方が良いのでは？と思い、片山家住宅を会場として「群馬」を知っ

てもらうイベントへと変化（第 3 回目以降） 

 イベントを通じた学びとして、地域のイベントは 【細く・長く】を意識する。決し

て、大きくなくても継続することで地域で得られる信用もある、と感じている。 
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▶︎ワークショップ 

ワークショップは、以下の流れで実施。 

 

項目 時間 （分） 内容 

アイデアを書き出す 20 

アイデアを書き出す作業。 

複合施設で 「こんなことが出来たら良い」を５つ

のテーマに分けて書いていく。 

チーム内 

ディスカッション① 
10 書き出したアイデアをチームで話し合う作業。 

他グループの 

アイデアを確認 
10 

他グループがどんなアイデアを出したのか、１グ

ループ 3 分程度の時間で確認。 

チーム内 

ディスカッション② 

発表者決め 

10 

他グループの意見を見て、再度感じたことをチー

ム内で話し合う時間に合わせて、自分たちの意見

をまとめ、発表の準備に入る。 

発表 10 

グループから代表者を決めて発表（１グループ 3

分） 

・ 発表者の自己紹介 

・ グループアイデアの発表 

（出たアイデアの抜粋 ・議論の中で特に盛り上が

った内容の紹介等） 

・司会からのコメントバック 
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 14 

 

 



 15 
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(2) 第二回（生品地区） 

会場：反町薬師跡 多目的集会所 

参加人数：14 名（ワークショップは【4 つのグループ】に分けて実施） 

ゲスト：塚越澄夫さん（反町 前区長） 

トークテーマ：「反町館跡の歴史について」 

タイムテーブル： 

13:00- 挨拶（担当：エーアイラボオオタ押田） 

13:10- ゲストトーク（塚越澄夫さん） 

13:30- イベント趣旨の説明・複合施設とは？ 

（担当：エーアイラボオオタ亀井） 

14:00- 休憩（15 分） 

14:15- ワークショップ進め方の説明 

（担当：片山昇平） 

14:25- ワークショップ 

15:10- グループ発表 

15:20- 全体質疑応答 

15:30- 終了（希望者は会場内の見学） 

 

▶︎ゲストトーク内容の抜粋 

 

 昔の反町地区では、１月４日厄除け大縁日が新年お正月という感じで、子どもたちはこの

日にお年玉をもらう習慣があった。 

 反町薬師は、塚越さんたち世代にとって昔は遊び場所。現在では、心のふるさとの様な場

所になっている。 

 新田義貞公が鎌倉幕府討伐の思案をしている時、蛙の声があまりにうるさいので一喝する

と鳴き止んだという「鳴かずの池伝説」という逸話がある。 

 昭和 31 年 9 月 30 日 木崎町、生品村、綿打村が合併するにあたり、町名及び庁舎の位

置等選考会議がこの場所で開かれ、新町名 ・中央公共地区構想など重要事項が話し合われ

た。 

 新町名である 「新田」には、鎌倉時代末建武親政に身を捧げた義貞公と新田氏一族の歴史

的背景になぞって付けられ。役場庁舎等公共施設を集約して、三町村民の融和と町発展を

目指したと聞いている。 

 そんな歴史的背景もありつつ、またこの場所で今回の様な会が開かれることにとても因縁

を感じている。 
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▶︎ワークショップ 

ワークショップは、以下の流れで実施。 

 

項目 時間 （分） 内容 

アイデアを書き出す 20 

アイデアを書き出す作業。 

複合施設で 「こんなことが出来たら良い」を５つ

のテーマに分けて書いていく。 

チーム内 

ディスカッション① 
10 書き出したアイデアをチームで話し合う作業。 

他グループの 

アイデアを確認 
10 

他グループがどんなアイデアを出したのか、１グ

ループ 3 分程度の時間で確認。 

チーム内 

ディスカッション② 

発表者決め 

10 

他グループの意見を見て、再度感じたことをチー

ム内で話し合う時間に合わせて、自分たちの意見

をまとめ、発表の準備に入る。 

発表 10 

グループから代表者を決めて発表（１グループ 3

分） 

・ 発表者の自己紹介 

・ グループアイデアの発表 

（出たアイデアの抜粋 ・議論の中で特に盛り上が

った内容の紹介等） 

・司会からのコメントバック 
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 19 
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(3) 第三回（木崎地区） 

会場：しげるテック株式会社 社員食堂スペース 

参加人数：8 名（ワークショップは【2 つのグループ】に分けて実施） 

ゲスト：田村博様（田村工業株式会社 代表取締役） 

トークテーマ：「祭りで培われた木崎人の DNA」 

タイムテーブル： 

13:00- 挨拶（担当：エーアイラボオオタ押田） 

13:10- ゲストトーク（田村博さん） 

13:30- イベント趣旨の説明・複合施設とは？ 

（担当：エーアイラボオオタ亀井） 

14:00- 休憩（15 分） 

14:15- ワークショップ進め方の説明 

（担当：片山昇平） 

14:25- ワークショップ 

15:10- グループ発表 

15:20- 全体質疑応答 

15:30- 終了（希望者は会場内の見学） 

 

▶︎ゲストトーク内容の抜粋 

 

 木崎のルーツとは?という問いに対し、多分ほぼほとんどの木崎に住む人たちは 

異口同音に「木崎音頭祭り」と答える。 

 年配の方の中には 木崎音頭のメロディーが流れると軽く踊りだす人もいるくらい

街の文化として染みついている。 

 その歴史は、宿場町として栄えた木崎宿にルーツがある。 

 最盛期には 60 件の宿場があったと言われる旅籠宿であった木崎宿だが、それ歴史

は当時の越後からこの木崎に移住して働いていた 「飯盛女」によって支えられてい

た。 

 「木崎音頭」のルーツは、彼女たちのその過酷な暮らしと寂しさから故郷をしのび、

故郷の宴席での記憶をさかのぼり、今の境遇を歌詞にして口ずさんだものが始まり

と言われている。 

 そんな哀歌を街のアイデンティティにしてしまう、ハートを持っているのが木崎 

 旅籠時代に越後を中心とした外からの文化が入ってきたのもあり、それを受け入れ

て街の文化にしていく土壌が木崎には備わっている。 

 祭りごとや楽しいことにのる「ノリ」が備わっているのが木崎 

 現在、田村さんは木崎祗園祭というお神輿祭りを半世紀ぶりに復活させ、実施して

いる実行委員会で渉外役を担当している。今年も開催予定。 
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▶︎ワークショップ 

ワークショップは、以下の流れで実施。 

項目 時間 （分） 内容 

アイデアを書き出す 20 

アイデアを書き出す作業。 

複合施設で 「こんなことが出来たら良い」を５つ

のテーマに分けて書いていく。 

他グループの 

アイデアを確認 
10 

他グループがどんなアイデアを出したのか、１グ

ループ 3 分程度の時間で確認。 

チーム内 

ディスカッション① 
10 書き出したアイデアをチームで話し合う作業。 

チーム内 

ディスカッション② 

発表者決め 

10 

他グループの意見を見て、再度感じたことをチー

ム内で話し合う時間に合わせて、自分たちの意見

をまとめ、発表の準備に入る。 

発表 10 

グループから代表者を決めて発表（１グループ 3

分） 

・ 発表者の自己紹介 

・ グループアイデアの発表 

（出たアイデアの抜粋 ・議論の中で特に盛り上が

った内容の紹介等） 

・司会からのコメントバック 
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7．テーマ別 主要意見のピックアップ 
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